







































１． 和歌山市立四箇郷小学校 米田優介教諭実践 
6年「イースター島にはなぜ森林がないのか」 



















































































２． 和歌山市立浜宮小学校  
５年生担任田中美羽教諭実践   
「注文の多い料理店」（東京書籍） 



















































C：ラットから。   
C：ラット最後や。  
C：噴火。   
C：農地。 
C：次は丸木舟。 
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・これまでに書いた文章を読み返しがんばったよカー
ドに工夫したところを書き読み合い、賞状を贈る。 
第５年生 
単元・教材名と学習活動 
反対意見を考えて書く 
『反対の立場を考えて意見文を書こう』 
・自分の意見と反対の立場の人を説得するにはどのよ
うな書き方をすればよいのかを考え、感想を伝え合う。 
指導参考例 
・テーマについて考えを整理し、反対意見を予想して
対応を考える。 
・構成メモを使って文章の構成を考え、意見文を書く。 
・読み合い感想を伝え合う。750字程度。 
第６学年 
単元・教材名と学習活動 
説得力のある意見文を書く 
『世界に目を向けて意見分を書こう』 
目的や意図に応じた書き方 
・資料を使って説得力のある意見文を書く。 
指導参考例 
・資料を読み取り考えを深め、文章の構成を考えて意
見文を書く。800字から1000字程度。 
（手紙文） 
第２学年 
単元・教材名と学習活動 
手紙を書く 
『「ありがとう」をつたえよう』 
・「ありがとう」と伝えたい人へ手紙を書いて気持ちを
伝える。 
指導参考例 
・手紙を書くことを考えて書き、読み返して仕上げる。
140字程度。 
第３学年 
単元・教材名と学習活動 
大事なことを手紙で伝える 
『案内の手紙を書こう』 
・身近な人に、学校やクラス行事を案内する手紙を書く。 
指導参考例 
・案内の手紙を書くときに大事なことを考えながら、
手紙に書くことをたしかめ、下書きをし手紙を完成
させる。300字程度。 
・宛名の書き方 
第４学年 
単元・教材名と学習活動 
相手や目的を考えて手紙を書く 
『お願いやお礼のお手紙を書こう』 
・お願いやお礼など、要件に合わせて手紙を書く。 
文章のよいところをたしかめる『「言葉のタイムカ
プセル」を残そう』 
・十年後の自分に向けて今の自分のことを伝える「言
葉のタイムカプセル」を作る。 
指導参考例 
・相手や目的がわかるように用件をはっきり具体的に書く。 
・手紙の形式、前文、本文、末文、後付けに気をつけ
て書き、読み返す。 
・四年生になってからの一年間に書いてきた文章を１
冊にまとめて文集を作る。 
・十年後の自分に手紙を書く。300字程度。 
おわりに 
 ２つの事例から見えてきたことは、既習の教
材を使って比べながら考えるということ（いわ
ゆる説明文において筆者が言いたいことをどの
ような事例を使って、どのような構成で組み立
てているのか）、そして、前単元までの物語文に
おける読みの方法（あらすじ、文章構成、心情
描写や行動描写から気持ちを読み取る方法等）
を振り返りながら新たな読みに向わせることで、
確かな読みにつながることが分かったといえる。 
このように、指導者1人1人が、「この教材で付
けなければならない力を把握し、確実に習得さ
せること」の積み上げ、つまり系統的な学習に
よって国語の力がつくのではないかということ
がいえる。 
 本年度、和歌山市において国語科の教科用図
書が東京書籍に変わった。これを機に、小倉小
学校の宇治田教諭は、「書くこと」領域において
つけるべき力を表現様式別に系統表に整理した。
これを見ると、手紙文の書き方（時候の挨拶、
結びの挨拶、後付けの書き方）は、３年生で学
習した後、どの学年でも学習する機会がないこ
とが分かる。国語の目標の１つである「日常生
活に生かす力」として発揮するには、１度きり
の学習では不十分である。スパイラルに学習を
積み重ねていく必要がある。その１つとして、
米田教諭は、言語活動に「筆者に手紙を送ろう」
を設定したのは大変良い試みであったと考える。 
来年度は、他の領域についても系統表にまとめ、
指導者が意識し、繰り返し指導していくことに
よって、子どもたちに着実に力が付くであろう
実践を積み上げていきたい。 
 
くふうされた言葉や表現を見つけ物語のおもし
ろさを解説しよう 
1.物語のあらすじをつかみ、感想をもつ。 
2.物語の構成をつかむ。 
3.二人のしんしはどんな人物なのか想像する。 
4.戸に書かれた言葉についてくわしく読む。 
5.しんしたちの気持ちの変化を読み取る。 
6.さまざまな視点から、表現のくふうを見つけ
る。 
7.物語のおもしろさのひみつを解説する文を書
く。 
8.読み合い、感想を伝え合う。 
図②【学習計画を示して】 
自力学習で取り組んだワークシートを基にし
ながら学習計画を立て、目標とともに可視化して
学習を進めた。 
 子ども達は、物語の構成や山場を前の物語単元
で学習したのをよく覚えており（教室に掲示とし
て残している）それを見ながら考えることができ
た。自力でしっかりとできたと感じる人数はまだ
少ないが、少しアドバイスすることや予習として
一度考えていることで授業は深まりやすかった。 
 
  
3.「書くこと」領域における表現様式別系統表 
宇治田教諭が、「書くこと」領域における表
現様式別系統表を作成した。 
・意見文・論説文・提案文 
・新聞・放送原稿・パンフレット等 
・手紙文 
・報告・観察記録文 
・創作文 
・説明文 
である。この系統表を指導に活かして当該学年
で付けるべき力を確認しつつ、指導計画を作る
ことが大切であると考える。 
 紙面の関係上、表にしたものを一部文章で記
す。 
（意見文・論説文・提案文） 
第２学年 
単元・教材名と学習活動 
比べて分かったことを書く 
『同じところ、ちがうところ』 
・二つのものを比べて、同じところと違うところを
整理して文章に書く。 
紹介する文章を書く 
『この人を紹介します』 
・身の回りの人で紹介したい人を紹介する文章を書く。 
指導参考例 
・二つのものを比べて表にしたものをもとに文章を書
く。120字程度。 
・紹介する人を決め、紹介内容をカードに整理し、書
いた文章を読み合う。320字程度。 
第３学年 
単元・教材名と学習活動 
文章のよいところを伝え合う 
『わたしのベストブック』を作ろう 
・よくかけた文章をまとめて「わたしのベスト 
ブック」を作る。 
指導参考例 
図③ 【物語の構成を捉えた板書】 
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